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第
二
章 

変
体
仮
名 

 
・
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
平
仮
名
が
制
定
さ
れ
る
以
前
は
、

同
じ
音
の
仮
名
が
複
数
あ
っ
た
。
例
え
ば
「
は
（h

a

）」
と
読
む
仮
名

は
、「
波
」、「
者
」、「
盤
」、「
葉
」、「
半
」
な
ど
を
字
母
と
す
る
仮
名 

が
あ
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

更
に
使
用
頻
度
は
高
く
な
い
が
、「
芳
」、「
破
」、「
羽
」、「
婆
」
な
ど

を
字
母
と
す
る
仮
名
も
あ
っ
た
。 

 

 

明
治
以
前
の
日
本
人
は
、
こ
れ
ら
の
複
数
の
仮
名
を
、
場
面
に
応
じ

使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 ・
明
治
三
十
三
年
、
帝
国
教
育
会
国
語
改
良
部
が 

 

「
同
音
ノ
仮
名
ニ
数
種
ア
ル
ヲ
、
各
一
様
ニ
限
ル
コ
ト
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

を
決
め
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
年
中
小
学
校
令
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、
小
学
校
で
教
え
ら
れ
る
仮
名
の
字
体
が
「
一
音
に
一
字
」
に
絞

ら
れ
、
こ
れ
が
「
平
仮
名
」
と
な
っ
た
。 

す
な
わ
ち
「
波
」
を
字

母
と
す
る
「
は
」
が
選
ば
れ
た
の
で
あ
る
。 

 ・
選
ば
れ
な
か
っ
た
仮
名
は
「
変
体
仮
名
」
と
よ
ば
れ
、「
平
仮
名
の
異

体
字
」
の
扱
い
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
降
は
、
店
の
看
板
や
、
書
道
、

地
名
、
人
名
な
ど
限
定
的
な
場
面
で
使
わ
れ
て
い
る
が
、
一
般
に
は

教
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
。 

 

  

・
江
戸
時
代
の
文
章
は
、
漢
字
と
仮
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、
武

家
文
書
や
公
式
文
書
で
は
漢
字
が
主
体
で
、
仮
名
を
助
詞
な
ど
に

補
助
的
に
使
っ
て
い
た
。 

逆
に
庶
民
の
読
み
物
（
草
紙
な
ど
）
な
ど
で
は
、
変
体
仮
名
を
含

む
仮
名
が
主
体
で
、
ご
く
一
部
に
易
し
い
漢
字
が
使
わ
れ
て
い
た
。 

 

・
ど
の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
変
体
仮
名
を
使
う
か
、
な
ど
の
法
則
は

特
に
な
い
が
、
傾
向
と
し
て 

・
主
格
の
助
詞
「
～
は
」
に
は
「
者
」、「
盤
」
が
使
わ
れ
る
。 

・
助
詞
の
「
て
、
に
、
を
、
は
」
に
は
「
テ
、
ニ
、
ヲ
、
ハ
」

の
カ
タ
カ
ナ
が
使
わ
れ
る
事
が
多
い
。 

・
方
向
、
行
先
を
示
す
「
～
へ
（
え
音
）
」
に
は
「
江
」
が
多
く

使
わ
れ
る
。 

し
か
し
こ
れ
ら
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。 

 

・
一
度
使
っ
た
仮
名
の
近
い
と
こ
ろ
に
は
、
同
じ
仮
名
の
使
用
を
避

け
、
別
の
仮
名
を
使
う
傾
向
が
あ
り
、
結
果
、
い
く
つ
も
の
同
音

の
仮
名
を
使
い
分
け
る
事
が
あ
る
。（
特
に
擬
古
文
な
ど
） 

  

 
 

変
体
仮
名
一
覧
表 

参
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東
照
宮
御
遺
訓 

 
 

 
 

 

盤 
 

 
 

 

人
の
一
生
は
重
荷
を
負
て
遠 

 

幾 

越 

可 
 

以
楚
具
弊 

き
道
を
行
か
如
し
い
そ
く
へ 

 

可 

須 
 

 
 

 

登
於 

か
ら
す
不
自
由
を
常
と
お
も
へ
は
不 

  
 

那 

古 

路
尓 

於 
 

 
 

 
 

 
 

 

足
な
し
こ
ゝ
ろ
に
望
お
こ
ら
は
困
窮 

  
 

多 
 

 
 

 
 

須 
 

 
 

春 

し
た
る
時
を
思
ひ
出
す
へ
し
堪
忍
は
無 

  
 

 
 

 
 

 

可 
 

 
 

於 

事
長
久
の
基
い
か
り
は
敵
と
お
も
へ
勝 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

越 
 

 

連 
事
は
か
り
知
て
ま
く
る
事
を
し
ら
さ
れ 

  
 

 
 

 
尓 

多 

於
乃
連
越 

 
 

 
 

 
 

 
 

は
害
其
身
に
い
た
る
お
の
れ
を
責
て
人
を
せ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
多 

む
る
な
及
さ
る
は
過
た
る
よ
り
ま
さ
れ
り 

 

明
治
十
一
年
冬
日 

正
四
位
松
平
確
堂
謹
書 

（
注
）
カ
タ
カ
ナ 

・
片
仮
名
も
は
じ
め
は
一
音
に
対
し
複
数
の
字
が
あ
っ
た 

が
、
平
安
中
期
に
は
一
音
一
字
へ
統
合
す
る
傾
向
が
強

ま
り
、
早
い
段
階
で
今
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
片
仮

名
と
な
っ
た
。 

 
 

 

・
但
し
、
ネ
音
を
示
す
「
子
」
が
明
治
時
代
ま
で
広
く
使

わ
れ
て
い
た 
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変
体
仮
名 

演
習 

問
題
１ 

次
の
平
仮
名
の
も
と
に
な
る
漢
字
（
字
母
）
書
い
て
下
さ
い
。 

①
く
（ 

 

） 

②
も
（ 

 

） 

③
せ
（ 

 

） 

④
こ
（ 

 

） 
⑤
ふ
（ 

 

） 

⑥
お
（ 

 

） 

⑦
す
（ 

 

） 

⑧
と
（ 

 

） 

⑨
る
（ 

 

） 

⑩
て
（ 

 

） 

⑪
わ
（ 

 

） 

⑫
は
（ 

 

） 

⑬
に
（ 

 
） 

⑭
う
（ 

 

） 

⑮
な
（ 

 

） 

⑯
け
（ 

 

） 

 

問
題
２ 

次
の
平
仮
名
の
も
と
に
な
る
漢
字
（
字
母
）
書
い
て
下
さ
い
。 

①
え
（ 

 

） 

②
か
（ 

 

） 

③
て
（ 

 

） 

④
さ
（ 
 

） 

⑤
む
（ 

 

） 

⑥
や
（ 

 
） 

⑦
を
（ 

 

） 

⑧
あ
（ 

 

） 

⑨
ち
（ 

 

） 

⑩
し
（ 

 
） 

⑪
こ
（ 

 

） 

⑫
と
（ 

 

） 

⑬
な
（ 

 

） 

⑭
へ
（ 

 

） 
⑮
ゆ
（ 

 

） 

⑯
け
（ 

 

） 

 

問
題
３ 

「
い
ろ
は
・
・
」
す
べ
て
を
平
仮
名
の
字
母
で
書
い
て
下
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
濁
点
無
視
） 

例 

色
は
匂 に

ほ

へ
ど
散
り
ぬ
る
を 

 

以
呂
波
仁
保
部
止
知
利
奴
留
遠 

我
が
世
誰 た

れ

ぞ
常
な
ら
む 

有
為

う

い

の
奧
山
今
日

け

ふ

越
え
て 

浅
き
夢
見
し
酔 え

ひ
も
せ
ず 

 
 

問
題
４ 

「
い
ろ
は
・
・
」
す
べ
て
を
平
仮
名
以
外
の
同
音
の
変
体
仮
名

の
字
母
で
書
い
て
下
さ
い
。
解
答
は
一
通
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

例 

色
は
匂
へ
ど
散
り
ぬ
る
を 

 

伊
路
者
尓
本
編
登
千
里
怒
流
越 

 
 

 

我
が
世
誰 た

れ

ぞ
常
な
ら
む 

有
為

う

い

の
奧
山
今
日

け

ふ

越
え
て 

浅
き
夢
見
し
酔 え

ひ
も
せ
ず 

問
題
５ 

次
の
仮
名
を
解
読
し
て
下
さ
い
。 
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問
題
６ 

次
の
仮
名
文
を
解
読
し
て
下
さ
い
。 

 

 
 問

題
７ 

次
の
仮
名
文
を
解
読
し
て
下
さ
い
。 

 
問
題
７ 

次
の
文
章
は
課
題
文
書
７
の
書
き
下
し
文
の
一
部
で
す
。 

原
文
を
見
な
が
ら
仮
名
部
分
の
字
母
を
橫
に
書
加
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

 
 

 
 

（
一
行
目
は
解
答
例
） 

（漢字はそのまま） 

伊
徒
連
乃 

 

尓
加 

 
 

 
 

安
末
多 

い
づ
れ
の
御
時
に
か
、
女
御
更
衣
あ
ま
た 

 

さ
ふ
ら
ひ
給
け
る
な
か
に
、
い
と
や
む
ご
と
な 

 

き
ゝ
は
に
は
あ
ら
ぬ
か
、
す
ぐ
れ
て
と
き 

 

め
き
た
ま
ふ
あ
り
け
り
、
は
じ
め
よ
り
わ 

 

れ
は
と
お
も
ひ
あ
か
り
給
へ
る
御
方
か
た
〳
〵 

 

め
さ
ま
し
き
物
に
お
と
し
め
う
ね
み
た 

 

ま
ふ
、
お
な
し
ほ
と
、
そ
れ
よ
り
下
ら
う
の 

 

更
衣
た
ち
は
、
ま
し
て
や
す
か
ら
す
、
あ 

 

さ
ゆ
う
の
み
や
つ
か
へ
に
つ
け
て
も
、
人
の 

 
こ
ゝ
ろ
を
の
み
う
こ
か
し
、
う
ら
み
を
お
ふ 

 

つ
も
り
に
や
あ
り
け
む
、
い
と
あ
つ
し
く 

  


